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研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the influence of an athlete's 
experience of injury on psychological growth and to  suggest for establishing a psychological 
support method for the athletes. In this study, the factors involved in the psychological growth of 
the injured athletes, such as awareness of injured athletes and acceptance of sport injury 
questionnaire have created to measure that quantitatively . Also, from the case of psychological 
support for injured athletes, it was considered that multifaceted understanding of physical 



































がある 343 名のアスリートに対して受傷アスリートの気づき尺度への回答を求めた。 
（2）受傷経験のある大学生アスリートに対して質問紙調査を実施した。1 ヶ月以上の受傷経験







信頼性係数は α=.838 であり、尺度としての有用性が示された（図 1）。 
（2）主因子法プロマックス回転による因子分析を行った結果、「脱執着的対処（α＝.722）」、「情
緒的安定性（α＝.776）」、「所属運動部における一体感（α＝.759）」、「時間的展望（α＝.644）」
という 4 因子構造であることが明らかになり、尺度全体の信頼性係数はα＝.823 であり、尺度
としての有用性が示された（図 2）。 
 
図 1 受傷アスリートの気づき尺度 
 
 









5 チーム内での立ち位置が理解できるようになっていた .854 -.250 .531
3 競技での目標を再確認していた .740 -.020 .551
18 競技をしている理由が明確になっていた .675 .104 .498
12 競技への関わり方が良い方向に進んでいた .660 .115 .475
13 自分のプレー面の長所が分かるようになっていた .580 .155 .535
14 選手以外の人と話すことが多くなっていた -.167 .767 .461
16 自分自身について考える機会が増えていた -.072 .762 .472
17 色々な人たちと関わりを持つようになった .106 .739 .524
8 自分だけでなくチーム関係者にも目が向くようになっていた .040 .682 .646







Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
17 怪我をしてしまったことに後悔していた 0.637 0.179 -0.173 0.464
21 自分の現状にイライラしていた 0.622 0.140 0.480
1 早く復帰したいと思い，焦っていた 0.619 -0.116 0.320
7 チームから離れて練習することが苦痛であった 0.613 -0.158 0.211 0.506
9 怪我によって気分が滅入っていた 0.525 0.172 0.431
2 復帰までの道のりが明確にイメージできていた -0.172 0.677 0.458
4 怪我を前向きに捉えていた 0.229 0.633 -0.146 0.426
8 怪我とうまくつきあっていけると思っていた 0.361 0.599 -0.193 0.408
18 復帰後の自分がイメージできた 0.541 0.205 0.433
14 復帰に対して明確な目標を持っていた -0.381 0.484 0.194 0.277 0.524
19 チームメートとよく話をした 0.845 -0.149 0.634
15 チームの話題に溶け込めていた 0.695 0.457
11 自分はチームの一員だと感じていた 0.156 0.629 0.551
3 怪我によってチーム内での孤立感を味わっていた 0.364 -0.179 0.488 0.463
24 今でも怪我のことをくよくよ考え，動き出せないでいた -0.114 0.650 0.369
10 先が見えない状況であった 0.203 0.215 0.588 0.571
5 復帰できるかどうか不安であった 0.109 -0.104 0.567 0.352
12 怪我に対する理解が不十分であった -0.129 0.473 0.160
16 怪我をしていないときの自分に固執していた 0.169 0.467 0.295
3.140 2.495 2.804 3.073
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